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青森県立青森南高等学校

本校

令和6年2月2日

令和6年2月6日

1教　　務

2生徒指導

3進路指導

4外国語科

番号 （6）具体的方策 （7）具体的方策による目標の達成状況
（8）目標
の達成度

1

➀教育課程委員会及び教科主
任会議を開催し、全教員が教
育課程編成に取り組む環境を
整備する。
②新学科開設に向けた「文理
融合型」教育課程表を作成す
る。
③グローバル教育に関する教
員研修を行い、各教科の指導
方法の研究の支援を行う。

①特色ある教育課程編成に向け、教育課程員
会及び教科主任会議を開催し、各教科や各分
掌で検討を進めることで、全教員がカリキュ
ラム・マネジメントに参加することができ
た。
②各教科において検討し、「文理融合型」教
育課程表を作成することができた。
③国際バカロレア教育推進チームによる校内
研修を３回実施し、各教科の指導方法の研究
につなげることができた。

Ａ

・教育課程に関する校内研修や各分掌
における改善を進め、全教員がカリ
キュラムマネジメントに参加する環境
を整備する。
・新設グローバル探究科を軌道に乗せ
るため全教員が協力して教育活動を実
施する。
・国際バカロレア認定にむけて手続き
を遺漏なく進めると共に、教育活動の
内容充実に努める。

2

①朝の玄関指導の充実。
②交通事故防止や非行防止を
目的とした校外指導及び安全
教室の実施。
③ホームルーム活動や生徒会
活動、学校行事等の実施。
④校則の見直し。

①朝の玄関指導には生徒指導部以外の先生方
にも参加してもらい、挨拶指導の充実につな
げることができた。
②校外における交通安全指導及び祭りでの巡
回指導を行うとともに、交通安全教室、薬物
乱用防止教室、情報モラル教室等を開催し、
意識啓発につなげることができた。
③ホームルーム活動では、いじめ防止につい
てクラス内で考える機会を設けた。また、文
化祭をはじめとした学校行事についても、感
染対策を講じながら、アイディアを出し合う
ことて、全て実施できた。
④生徒及び保護者とともに、校則を見直すこ
とができた。

Ｂ

・次年度も、朝の玄関指導には生徒指
導・保健部以外の教員にも参加しても
らい、指導の充実を図る。
・いじめ防止等の取組として、「いじ
め防止のクラス目標」を制定するワー
クショップを行うなどし、じっくりと
考える機会をつくることで、他者の気
持ちを理解する態度を育てる。
・交通安全指導及び祭り等の巡回指導
を行うことで、生徒の事故・非行の防
止に努める。

（様式１）

学 校 名

自己評価実施日

学校関係者評価実施日

（2）現状と課題

学校整理番号

令和５年度　学校評価結果報告書（高等学校用）

（1）学校教育目標

全日制の課程

素直で優しい生徒が多く、多くの生徒が部活動に参加し練習に励んでいる。一方で、自分の将来を考え、実現に向け
て主体的に行動するという点においては十分とは言えないことから、昨年度より総合的な探究の時間及び探究的な学
びに力を入れている。その結果、自主的に探究活動を継続する生徒や、自らの将来設計を明確にし、実現に向けて主
体的に行動する生徒が増えている。また、国際的視野に立ち社会に貢献したいと考えている生徒が多いことから、校
内外における教育活動を更に充実させていくことが必要と考えている。

地域の多彩な有職者で構成されている学校評議員会を学校関
係者評価委員会と位置づけている。
　　保護者代表　1名　地元住民　1名、
　　後援会代表　1名、有職者　1名
　　本校学食運営　1名（欠席）

グローバル教育を推進し、広く国際的な視野に立って社会の発展に貢献できる人間の育成を目指す。

グローバル教育に基づく魅力ある教育課程を編成するとともに、指導方法についての調査・研究と研修を
実施する。

事故・非行等の未然防止に努め、様々な活動を通し、生徒のコミュニケーション力やグローバル社会に貢
献する態度を育てる。

進路情報を提供し、生徒が主体的に進路を選択するための支援を行うとともに、教員間で情報を共有し、
全教員での指導体制を充実させる。

１　学校評議員には学校評価結果報告書を送付する。
２　学校ホームページにおいて公表する。

（9）-イ　学校関係者評価委員会の構成

（3）重点目標

グローバル教育を推進し、異文化の人々との交流を通じて、外国語を用いてコミュニケーションしようと
する態度を養う。

・各種行事等で、生徒達の自主
性、自発性を引き出し、意識啓発
をしている。
・生徒が落ち着いて前向きに学校
生活を送っている様子がうかが
え、丁寧な指導がされている。
・朝の玄関指導は先生方の負担と
ならないようにしてほしい。
・今後も必要性や要望を精査し、
今後も検討を継続してほしい。

グローバル教育に基づくカリ
キュラムマネジメントを推進
し、特色ある教育課程を編成
するとともに、指導方法の研
究と改善に努める。

日々、教職員が一丸となって
事故・非行等の未然防止に努
める。また、ホームルーム活
動や生徒会活動、学校行事等
を通じて、生徒が社会性やコ
ミュニケーション力を身に付
けるとともに、グローバル社
会に貢献しようとする態度を
育てる。

自　　　己　　　評　　　価

（5）評価項目

（4）結果の公表

学校関係者評価

（9）-ア　学校関係者からの意見・
要望・評価等

（10）次年度への課題と改善策

・グローバル探究科の開設準備、
国際バカロレアの認定校に向けた
準備など、教職員が一丸となって
新たなことに積極的に取り組んで
いる。
・これらの取組を青森南高校の魅
力として校外に効果的に伝えて欲
しい。
・今後も、特色のある学校として
実績を積み上げていってほしい。
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①全教員体制での志望理由書
と面接・小論文の早期個別指
導
②新課程入試に関する情報収
集と対応策の実施

①総合型選抜や学校推薦型選抜を利用して受
験する生徒は年々増加傾向にあることから、
志望理由書、小論文、面接指導については、
オンライン教員研修を実施するとともに、全
教員による指導が定着してきており、一定の
成果を上げた。
②大学入学共通テストの「情報Ⅰ」について
は、自習教材や外部講師による特別授業を実
施することができたが、今後も注視してい
く。

Ａ

・講習等を適切に行い、学力を向上さ
せる。
・総合型選抜の受験時期が早いため、
全教員が一丸となって指導にあたる体
制を構築する。
・大学入学共通テストであらたに始ま
る「情報Ⅰ」について情報収集を行
い、指導にあたる。
・PEN活動など効果がある取組を継続
する。

4

①台湾 慈済大学附属高級中学
との対面及びオンラインによ
る姉妹校交流
②青森中央学院大学留学生と
の交流
③PDA人材育成協会によるディ
ベート講演会の開催

①姉妹校との対面やオンラインによる交流を
行い、お互いの文化や国について理解を深め
ことができた。
②タイの留学生が来校し対面による交流を行
い、校内を案内したりディスカッションを実
施し、国際的視野を広げることができた。
③３学年生徒を対象に即興で時事問題につい
て考え、英語で意見を発表する機会を設ける
ことができた。

Ｂ

・今後も、オンラインや対面での国際
交流等を企画・実施し生徒の語学力、
表現力、コミュニケーション力の育成
に努める。
・新設グローバル探究科では、外国語
科のノウハウを活かし、文理融合型の
探究活動を軸に教育活動を実践する。

外国語教育や国際交流活動を
通して、他者と関わる力、協
働する力並びに多様背を重ん
じる心を育成する。

・国際交流や教育交流が計画通り
に実施でき、良かった。今後も
・青森南高校の特色を更に特化し
てきていると感じた。
・今後も教職員の負担に考慮しな
がら生徒にとって魅力的な教育活
動を行ってほしい。

（11）総括

新型コロナ感染症感染防止対策をしつつ、ほぼ予定通りの学校行事を実施した。単に、コロナ流行前と同じ運営をするのではなく、今後は、行事内容の精選や運営
方法の改善、効率化に努めていく。総合的な探究の時間を軸とした活動により、生徒の「情報収集力」「協働する姿勢」「表現力」「コミュニケーション能力」等の今後
の人生で必要であると思われる力が身につきつつある。今後も、改善を重ね生徒の「生きる力」を養成していく。また、生徒の進路達成に向けて、カリキュラムの見直
し、授業改善、大学入試制度の研究等に学校全体として取り組み、時代のニーズに応えた人材を育成していく。

・多様化している入試制度に対
し、情報収集や対応の見なしな
ど、細やかな対応ができている。
・ＰＥＮ活動などの効果があると
思われる取組は今後も続けてほし
い。

総合型選抜や学校推薦型選抜
に向けての個別指導の充実
と、新課程入試等に関する情
報提供を行う。


